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Abstract 


Laboratory experiments were made to determine the susceptibility of the females 
of two common mosquitoes, Anopheles sinensis and Aedes vexans nipponii, to the 
larvae of Dirofilaria immitis in Nagasaki City. In infected Anopheles sinensis the rate 
of microfilariae discharged in their droppings is rather high, but the mortality of the 
mosquitoes due to the infection is very low and a great part of the larvae entering 
the Malpighian tubes complete the development, and accordingly, the experimental 
infection rate with the mature larvae is considerably high. On the other hand, in 
Aedes vexans nipponii the rate of microfilariae discharged in droppings is low, but 
about a half of the larvae having entered the Malpighian tubes of the mosquitoes are 
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killed in the early stages of the development, therefore the experimental infection 
rate with the mature larvae is considerably low. Moreover, when 4e. vex. mipponu 
had been fed on high-density microfilaria carriers, there was observed. in the first 
few days after infective feed, a high mortality of the mosquitoes due to the destruc- 
tion of the malpighian tubes by the development of a great number of microfilariae. 


は » 


FAJAR (Dirofilaria immitis) DURER VENIO —» 
CKRokfüli, 1971) で ある 長崎 市 内 で , ^to tiis I] 
ら か に する た め に , この 地方 で 普通 に 採集 され る 瑞 種 
に つい て の 感染 実験 と 野外 採集 到 の 日 然 感染 の 調査 を 
行なっ て いる の で , Hk CK, 1972 a, b) の 6 
種 , 即ち トウ ゴウ ヤブ プ カ (Aedes togo), アカ イエ カ 
(Culex pipiens pallens), コガ タ ア カイ エ カ (C. 
tritaeniorhynchus  summorosus), オオ クロ ヤブ カ 
(Armigeres  subalbatus), ヒト スジ ンマ カ (4e. 
albopictus) 及び チカ イエ カ (C. p. molestus) に ひ 
きつ づき , 本 報 で は ほ シナ ハマ ダラ カ (Anopheles 
sinensis) 及び キン イロ ヤブ カ (4eges vexans nip poni) 


の 2 種 に つい て の 感染 実験 の 結果 を 報告 する . この 中 . 


実験 材料 及 


実験 に 供し た 投 種 は ン ナ ハマ ダラ カ 及 び キ ン イ ロ ヤ 。 


プ カ の 2 種 で ある . これ ら は 何れ も 染 代 飼育 が 困難 な 
C, 野外 で 採集 し た 雌 成虫 を 使用 し た . この 中 , ン 
e EJ qeu acm uim oo, 
及び 既に 吸血 し た も の を 25°C 室内 で 数 日 間 飼 育 し 産 
卵 さ せ た 後 の も の を 使用 し , キン イロ ヤブ カ は 休耕田 


地帯 で 夕方 ドラ イア イス を 誘引 源 と し た トラ ッ プ を 設 . 


置 し て 採集 し た も の を 翌日 供 試 し た , キン イロ ヤブ カ 
は 吸血 率 が 悪く て OZAP 一 度 に 多数 の 吸血 虹 を 


得る こと が 出来 な か っ た こと と , 後述 の よう に 多数 の … 


フィ ラリ ア 仔 虫 を 保有 する 犬 か ら 吸 血 さ きせ た 場合 に 瑞 
が 早期 に 死亡 し た こと も あっ て , 実験 は 保有 仔 虫 雪 の 
異な る 犬 か 吸血 させ る こと に よっ て 数 回 に わた っ て 
実施 きれ た . し か し , WR SEA CC dl 


える よう 注意 し た . 吸血 の 方 法 は 前 2 報 CRX, 1972 ~ 


a, b) と 同様 で , 25°C 恒温 室内 に 向っ た 4.5 畳 用 の 
BP JC REXROAGR HAC 短く つなぎ , この RIRAN 
試 政 を 放し , SAORA HL TRE PICPBIEB BUR 
血 さ せ た . 吸血 し た 山 は 吸虫 管 で 取り 出し て AAE 


め に 


ン ナ ハマ ダラ カ は 中 国 で は 犬 フ ィ ラ リア の 主要 伝搬 胃 
(Feng, 19300 と 考え られ で て おり, わが国 で も 井上 
(1937) ま , この 則 が 奴 面 に よっ て 摂取 し た フィ ラリ ア 
仔 上 を 織 染 幼 届 に まで 発育 させ 得る か どう か は 確認 で 
さき なか っ た が , 発育 状態 が よい の で 世 ら く 中 間 宿 主 の 
資格 を 有する で あろ うと 述べ て いる . キン イロ ヤブ カ 
に つい て は , 米国 の ミネソタ で は 主要 伝搬 山 と みな さ 
れ て いる (Bemrick ffi, 1966) が , わが 国 で の 実験 
成績 は まだ 報告 され て いな い .. 

o A 
WEDPR EIE on OD KR T — BE REGIE XE OS VOR E 
教授 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 


び 方 法 


(ME, HE. 高き が 夫々 30x30x30 cm、 ま た は 12x 
22 x22-cm. の 角 型 の も の で , 床 は 木製 , 側壁 と 天井 
は 合成 繊維 製 の 薄い 布 で 張ら れ て いる ) に 移し , 室温 
約 25°C, 関係 湿度 約 7092, 1 BORER 16 時 則 
の 飼育 室 で 約 3 多 の 砂糖 水 を 含ま せ た 脱 脂 綿 を 和 電 の 中 
央 に 吊り 下げ て 与え , 所 定期 間 飼 育 し た 人 後 剤 検 し て フ 
ィ ラ リア 幼虫 の 発育 状況 , 各 発 育 期 フ ィ ラ リア 幼虫 に 
よる 麗 の 感染 率 , 及び 個々 の 遇 が 保有 し て いる フィ ラ 
リア 幼虫 数 を 調べ た . また , HORR E RC 
検 し て 摂取 し て いる 仔 貝 数 を 調べ , 更に 列 の 若干 の 吸 
血 敷 は 明 血 直後 か ら ス ライ ドグラ ス 上 に 伏せ た ガラ ス 
製 の 小 キ ャ ッ プ 内 で 約 3 の 砂糖 水 を 水滴 と し て 与え 
THA L, a d e 
ガラ ス 面 に 低 と 共に 排 江 され る フィ ラリ プア 仔 虫 また は 
幼虫 の 有無 を 調べ た . 割 検 を 必要 と する 明 は その 中 の 

一 部 を 軽く 麻酔 し た 後 ス ライ ドグラ ス 上 に 置い た 生理 
的 食塩 水中 で 剤 検 し て 軸 体 内 に いる フィ ラリ アプ ア 幼虫 の 
生死 を 確か め ぬ た 他 は ほ は, すべ て 殺し た 直後 に 小 管 尊 へ 入 
aTa RALL” これ を 小 ビ =ー ル 袋 に 入れ て 蜜 寿 
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L, —20C の フリ ー ザ ー 中 に 保存 し て 置き , 後 で 少 
し ずつ 取り 出し て 剖検 し た . 吸血 の 際 は , その 開始 直 
前 に 犬 の 耳 委 から 60 mm? の 血液 を と っ て その 中 の 
フィ ラリ プア 仔 曳 数 を 数 え , 吸血 時 の 犬 の 未 棒 血液 中 の 
仔 貝 密度 と みな し た . また , 供 試 現 は 吸血 前 後に 夫々 
30 個 体 に つい て 炭酸 ガス で 麻酔 し , 10 個 体 ず つま と め 


f 


て 目 動 天 衝 で 体重 を 測定 し , 吸血 前 後 の 1 雌 平均 体重 
の 差 を 算出 し て これ を その 遇 群 の 1 個体 当り の 吸血 量 
と みな し た . 実験 に 使用 し た 犬 は 何れ も 自然 感染 を う 
け て いた 雑種 で ある . 実験 は シン ナハ マダ ラ カ に つい て 
は 1972 年 7 て 8 月 に , キン イロ ヤブ カ に つい て は 1971 
年 7 月 に 実施 きれ た . 


実験 成績 並び に 考察 


|]. シナ ハマ ダラ カ 


1 ) シナ ハマ ダラ カ が 摂取 する フィ ラリ ア 仔 虫 数 

午後 7 時 か ら 翌 日 の 午前 7 時 まで の 12 時 間 に 25°C 
の 恒温 室内 で 感染 犬 か ら 吸 血 し た も の の 中 , 吸血 時 間 
の 終っ た 午前 7 時 に 殺し た も の 及び 同日 の 午後 7 時 ま 
で , 即ち 吸血 開始 後 24 時 間 以 内 に 死亡 し た も の を 着 
検 し , 山 が 摂取 し て いた 仔 虫 数 を 調べ た 結果 は 第 1 表 


Table 1. Mean number and distribution of 
filariae of Dirofilaria immitis in Ano- 
pheles sinensis within 24 hours after 
feeding on an infected dog. 


No. of mosquitoes examined 33 


Expected No. of microfilariae 
taken up by a female* 7.9 


No. of filariae observed f Mean 8.8 
per mosquito PRAE 1—20 
Percentage distribution of f Stomach 60.6 
filariae in mosquitoes | Mo Inihian i 
tubes 39.4 


blood of an ear-lobe of the dog and the 
amount of blood taken up by a female 
mosquito. 


に 示す 通り で ある . この 表 か ら わ か る よう に , 割 検 し 
た 33 個 体 に つい て の 平均 摂取 仔 虫 数 は S.S C, d 
の 吸血 量 3.0 mg と 吸血 時 の 犬 の 芋 条 血 60 mm3 rf 
の 仔 虫 数 133 隻 と か ら 算出 し た 睦 1 個体 当り の 予想 摂 
BRM 7.9 隻 より WEG moki, 既報 (末永, 
1972 a, b) の 6 種 の 場合 と 同様 , 本 種 の 場合 に も 各 
個体 の 摂取 仔 虫 数 に は か な り の 差 が あり , 多い も の で 
は 20 隻 を 摂取 し て いた も の か ら 少な いも の で は 僅か 
に 1 隻 を 摂取 し て いた に すぎ な いも の まで あっ た . こ 
れ ら の 仔 虫 の 60.6 多 は まだ 血液 と 共に 胃 に と ど ま っ 


て いた が , 39.4 多 は 既に マル ビ ギ ー 氏 管 に 侵入 し て い 
TE, | 


20 L-NYS7240cXxxi5EH&d15747U 
ア 仔 虫 数 | 
RURI DORI X o TH 2- JEU Bc RTL し た 
仔 虫 の 中 , ここ で は マル ピギー 氏 管 に 侵入 で きず , や 
が て 瑞 の 袋 と 共に 排 注 さ れる 仔 虫 に つい て 述べ る . R 
MAA AAA LTEN 65 003€ c 3E HENE 
され る 仔 虫 数 を 調べ た 結果 は 第 2 表 に 示す 通り で ある . 


Table 2. Number and percentage of D. immitis 
microfilariae discharged in droppings 
of An. sinensis during 8 days after 
feeding on an infected dog at 25°C. 


No. of mosquitoes examined - 42 


| discharged in droppings 245 
No. of filariae Dis in mosquitoes 337 
Percentage of discharged in droppings 42.1 

filar iae | romaininz in mosquitoes 57.9 


この 表 か ら わ か る よう に , ATERGSUMUICIEROD27E 
り 多 く を 糞 と 共に 排 演 す る . 排 浴 仔 虫 数 が 5 隻 以上 の 
br 18 個 体 に つい て 排 洪 の 時 期 を みる と , 第 3 表 に 示 
す よ うに 大 部 分 の 仔 貝 が 感染 血 摂 取 後 3 BHICBER 3 
れ て いる こと が わか る . 排 江 され た 仔 由 は すべ て 死亡 
し て いて ギ ム ザ 染色 し て も 全く 染 ま ら な い が , まだ は 
っ きり と し た 形 を 保っ て いる も の が 多い こと は 既報 の 
チカ イエ カ の 場合 と 同様 で ある . -h60ffmuT^ 
て 第 2 報 (末永 , 1972 a) で 述べ た と 同じ ょ うに 粘 血 
糞 塊 中 か ら 発 見 され た . 
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Table 3. Daily number of D. immitis micro- 
filariae discharged in droppings of 
Án. sinensis during 8 days after feed- 
ing on an infected dog at 25°C. 


| Total No | Daily number after 


No | of filariae | °° discharged s 
| | 1 2 3 4-8 days 
1 9 1 8 
2 18 Lu 17 
3 7 
4 7 
5 11 11 
6 5 5 
7 13 13 
8 7 7 
9 28 28 
10 17 17 
11 8 8 
12 5 5 
13 12 12 
14 9 9 
15 f 7 


Ái — mL 
oo sN c 
- = 
D c -1 
- トー 
c C» - 


Total | 202 | 1 1 200 0 


3 ) シナ ハマ ダラ カ 体 内 に お ける フィ ラリ ア 幼 虫 の 
発育 状況 と 遇 の 感染 率 

シン ナハ マダ ラ カ の マル ビ ギ ー 氏 管 に 侵入 し た フィ ラ 
リア 仔 虫 は 揃っ て 発育 を 開始 し , 25°C に お いて は 約 
4 日間 で Tc 期 に , 約 10 日 間 で Ja 期 に 達し , 約 
15 日 間 で 感染 幼虫 に 達する . 各 発 育 期 幼 貝 に ょ る この 
KORPRI 第 4 表 に 示す よう に , 1 期 で 67.325, 
Il 期 で 60.7%, Wb 期 で 44.3 と 共に か な り 高 率 で 


ある . 感染 人 の 保有 する 幼虫 数 は | 期 で 平均 5.08, 
! 期 で 6.498, DHT 4.6 隻 と, 最初 の 摂取 数 が 平均 
8.8 供 と 少な か っ た 割 に は 多い 傾向 が か み ら れ る . 


4) シナ ハマ ダラ カカ の 体内 で 発育 を 完了 し た フィ ラ 
リア 成熟 幼虫 の 体長 
感染 血 摂 取 後 15-16 日 目 ORAND 5 取り 出し た 
フィ ラリ ア 成 熟 幼虫 143 個 体 に つい て その 体長 を 測定 
し た 結果 は 第 5 表 に 示す 通り で ある . この 表 か ら わ か 


Table 5. Body length of the filarial larvae 
matured in m.sinensis at 25°C. 


No. of larvae examined 143 


Mean 1016.9 
Body length in micron į Maximum 1166.9 


Minimum 916.9 


る よう に , シン ナハ マダ ラ カ の 体内 で 発育 し た 成熟 幼虫 
の 体長 は 最短 916.9 ヶ , 最長 1166.94 で 個体 に よっ 
て か な り の 差 が あり , E 1016.94 T, 既報 の トウ 
ゴウ ヤブ カ 体内 で 発育 し た も の の 体長 (平均 1150.0 
AB) k 589v. 
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受 性 

以上 の 成績 か ら わ か る よう に , シナ ハマ ダラ カ は 感 
染 犬 か ら の 吸血 に よっ て 摂取 し た フィ ラリ ア 仔 虫 の か 
な り 多 く を 排 注 する が , 過半 数 の 仔 昌 を マル ビ ギ ー 氏 
管 に 侵入 させ , その 発育 を 完了 させ る の で , 成熟 幼虫 
に よる この 迷 の 感染 率 44.3 は 既報 の 6 種 の 中 で 最 
$ ゎ 感受 性 が 高い トウ ゴウ ヤブ カ の 感染 率 75.7% に 次 
ぐ 高 率 で ある . 従っ て , 本 種 は 長崎 地方 の 普通 山 の 中 
で は 比較 的 感受 性 の 高い 種類 で ある こと が 明らか に な 


2f. 


Table 4. Experimental infection rate with the living larvae of 
D. immitis in Án. sinensis at 25°C. 

Days after ML E No. of mosquitoes | Infection | ー No. of larvae. ー 
feeding filarial larvae , examined infected | BM 9; | Mean Range 
3 一 B | ] 110 74 | 67.3 | 5.0 1—17 

l0 一 12 [ 61 37 | 60.7 6.4 1—22 
15 一 16 Wi 70 3l | 44.3 | 4.6 1 —13 


88 KX XK 


I. キン イロ ヤ プ カ 


10 キン イロ ヤブ カカ が 摂取 する フィ ラリ ア 仔 虫 数 

午後 6 時 か ら 翌 日 の 午前 6 時 まで の 12 時 間 に 25°C 
の 恒温 室内 で 吸血 させ た も の の 中 , 吸血 を 終え た 直後 
の 午前 6 時 に 殺し た も の 及び 同日 の 午後 6 時 まで , B) 
ち 吸 血 開 始 後 24 時 間 以 内 に 死亡 し た も の を 剖検 し , 
央 が 摂取 し て いる 仔 虫 数 を 調べ た 結果 は 第 6 表 に 示す 
通り で ある . この 表 か ら わ か る よう に , No.17 か ら 
No.20 まで の 各 実 験 群 を 通じ て , 実験 に 使っ た 犬 の 耳 
休 血 中 の 仔 虫 密度 と 由 の 吸血 量 と か ら 算 出し た 雌 投 1 
個体 当り の 予想 摂取 仔 貝 数 と , 実際 の 摂取 仔 虫 数 の 平 
均 と は 概ね 平行 的 で , 予想 摂取 数 が 多い 場合 , 即ち 多 
数 の フィ ラリ ア 仔 虫 を 保有 し て いる 犬 か ら 吸 血 さ せ た 
山 群 で は 実際 の 摂取 数 も 多く , 予想 摂取 数 が 少な い 場 
合 に は 実際 の 摂取 数 も 少な い 傾向 が か み ら れ る . し か し , 
役 の 各個 体 に つい て みる と , 肉眼 的 に は 略 同様 に 満腹 
吸血 し て いる よう に みえ て ゃ も , -dhHWELUCASÓA 
摂 取 し て いる 仔 虫 数 は 役 の 個体 に よっ て 著しく 異な る 
こと が わか る . 遇 体内 に お ける フィ ラリ ア 仔 虫 の 分 布 


Table 6. Mean number and distribution o 


fX 


を みる と , 実験 群 に よ ょ っ て 34.4~46.2% が 既に マル 
ビ ピギー 氏 管 に 侵入 し て いる こと が わか る . 


2). キ ン イ ロ ヤ ブ プ カ の 糞 と 共に 排 湯 され る フィ ラリ 
ア 仔 虫 数 

第 7 3e xot Mf e PRODUCT c 3E L JE BERE Le 7 
ィ ラ リア 仔 虫 数 を 示し た も の で ある . この 表 か ら わ か 
る よう に , 血液 中 の フィ ラリ ア 仔 虫 数 が 多い 犬 か ら 吸 
ISt (Lot No.17) と , 仔 虫 数 が 少な い 犬 か 
DR SERRE (Lot No. 18) の 夫々 20 個 体 に つ 
いて 調べ た と ころ , 前 者 で は 20 個 体 中 12 個 体 が 仔 躍 
を 排 江 し た が , 後者 で は 7 日 間 の 調査 期間 中 を 通じ て 
仔 虫 を 排 湯 し た 骨 は 全く みみ られ な か っ た . 前 者 の 場合 , 
排 港 さ れ た 仔 虫 数 は これ を HELE 12 個 体 の 合計 
で 176 隻 で あっ た が , 供 試し た 2048] o Lx A SR 
W MERE 24 時 間 以 内 に 死亡 し た の で , これ ら の 表 
を 剖検 し た と ころ , 胃 と マル ビ ギ ー 氏 管 に 合計 2,080 
fl D FF HAM o CUI. 従っ て 排 演 さ れ た 仔 虫 は 全 
ED 6.2% に 当る . TORD DC 個体 当り の 振 取 仔 
中 数 を 算出 する と 142.8 信 となり, 死亡 の 原因 は この 


f filariae of D. immitis in Aedes vexans 


nipponi within 24 hours after feeding on an infected dog. 


i No. of filariae observed | Percentage distribution of 
Lot sd Em | Eb ut | per mosquito | filariae in mosquitoes — 
examined | up by a female* | Mean Range [Stomach Malpighian tubes 
17 ^ 58 |. 831.7 | 329.4 35—870  : 55.3 44.7 
18 56 | 33 || 85 1— 10 53.8 46.2 
19 26 104.1 | 138.5 27 —458 65.6 34.4 
20 | 18 | 109.5 118.4 41— 421 | 61.9 38.1 


* Obtained from the microfilarial density in the blood of ən ear-lobe of the dog and 


the amount of blood taken up by a female mosquito. 


Table 7. Number and percentage of D. immitis microfilariae discharged in droppings 
of Ae. vex. nipponii during 24 hours (Lot No. 17) or 7 days (Lot No. 18) 
after feeding on an infected dog. 


Lot No. 17 18 
No. of mosquitoes examined 20* 20 
No. of mosquitoes which discharged filariae 12 Q 
discharged in droppings 176 0 
No. of filariae P in mosquitoes 2680 61 
discharged in droppings 6.2 0.0 
Percentage of filarire | eraining in mosquitoes 93.8 100.0 


* AII of them died within 24 hours after feeding. 
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È 5I AOT IBEURUILICLCIEAScHBbs. 
後者 の 場合 , 即ち 保有 仔 虫 数 の 少な い 犬 か ら 吸 面 させ 
た 場合 に は , 供 試 数 20 個 体 の 合計 で 61, mp1 個体 
平均 で は 3.1 隻 の 発育 中 の 幼虫 を マル ピギー 氏 管 内 に 
保有 し て いた . これ ら の 実験 成績 か ら , 保有 仔 貝 数 の 
多い 犬 か ら 吸 血 さ せ た 場 合 に は 由 そ の も の が 早 期 に 死 
亡 し た の で 24 時 間 以 後 の 仔 虫 排 光 状況 を 調べ る こと 
は で き な か っ た が , 少な く と も 保有 仔 虫 数 の 少な い 犬 
MDR MSERBIA YA er FDEN LA 
氷 を は ほとんど 排 注 人 せ ず マル ビ ギ ー 氏 管 に 倒 入 させ る こ 
と が ね わか っ た. 


3 ) 多数 の フィ ラリ ア 仔 虫 を 保有 する 犬 か ら 吸 血 し 
た 場合 の キン イロ ヤブ カカ の 早期 死亡 
前 節 で 述べ た よら うに , キン イロ ヤブ カ に フィ ラリ ア 
_ 仔 中 数 の 多い 犬 か ら 吸 血 さ せ た 場 合 に は 骨 そ の も の が 
短期 間 に 死亡 する こと が わか っ た の で , それ ら の 死亡 
個体 を 判 検 し て 保有 し て いる 仔 由 数 を 更に くわ し く 調 
べ て みた . 第 8 表 は 吸血 後 24 時 間 以 内 に 死亡 し た も 
の と , 24 時 間 か ら 36 時 間 ま で の 間 に 死 亡 し た 天 に つ 
いて 保有 し て いた 仔 虫 数 を 示し た も の で ある . この 表 
か ら わ か る よう に , 24 時 間 以 内 に 死亡 し た 山 の 保有 仔 
虫 数 は 遇 群 に よっ て 平均 118 隻 か ら 329%, 36 時 間 ま 
で に 死亡 し た も の で は 798 乃至 11488 6 と 何れ も か な 
り 多く の 仔 上 虫 を 保有 し て お り , し か も , より 多く の 仔 
虫 を 保有 する BUS より 早く 死亡 し て いる こと が わか 
る . 更に 敗 体 内 で の 仔 虫 の 分 布 を みる と , 24 時 間 以 内 
DICR TILER 1 個体 平均 45—147127^, また 36 
時 間 ま で の 死亡 飲 で は 28~72 令 が マル ビ ギ ー 氏 管 に 
侵入 し て いて , これ ら の 由 の マル ビ ピギー 氏 管 の 大 部 分 
は 内 長 が 基 だ し く 破 損 さ れ て いた . 従っ て これ ら の 数 
の 死亡 原因 は 恐らく 多数 の 仔 虫 が て ルビ ギー 氏 管 に 侵 


Table 8. 


入 し て これ を 破損 し , 機能 障害 を ひき 起す こと に よる 
の で は な いか と 思わ れる . し か し , この 表 か ら わ か る 
よう に , 保有 仔 貝 数 が 14 隻 , ある い は 16 隻 と それ は 
ど 多 く は な い 個 体 も 若干 で は ある が 短期 間 に 死 亡 し て 
いる し , この 表 に は 示さ な か っ た が , 保有 仔 虫 数 の 少 
な い 犬 か らら 吸血 し た 餅 群 で も 他 の 琶 種 に 比べ て 幾 分 早 
< 死亡 する も の が 多い 傾向 が み ら れ た . 高密 度 に フィ 
207 T (fie ich SR DUC px VIE OB 
に こつ いて は Webber 他 (1955), Kershaw (1953), 
Weiner 他 (1970) 等 の 報告 が ある. これ ら の 報告 と 
既報 (末永, 1972 a, b) の 成績 及び 今回 の 実験 結果 
等 を 考え 合せ る と , 遇 が 多数 の フィ ラリ ア 仔 遇 を 摂取 
L, マル ビ ギ ー 氏 管 に 侵入 きせ た 場合 に は 吸血 後 早期 
に , また 中 程度 の 数 の 仔 虫 を マル ビ ギ ー 氏 管 に 介入 さき 
せ , これ ら の 仔 虫 を 揃っ て 発育 させ た 場合 に は それ ら 
が 感染 幼虫 に 達する 頃 , 即ち 比較 的 脆 期 に 央 を 死亡 さき 
せる よう ら に 思わ れる . し か し , 中 程度 の 数 の 人 存 貝 を マ 
ルビ ギー 氏 管 に 侵入 させ た 場合 で も , その 中 の か な り 
多く の も の を 発育 途中 で 死亡 させ た 場合 , 及び 比較 的 
少数 の 仔 虫 を 介入 させ た 場合 に は フィ ラリ ア 幼 中 の 発 
育 完了 後 ま で 帆 は 普通 に 生存 する よう に 思わ れる . 今 
後 , 何 隻 以 上 の フィ ラリ ア 在 虫 が マル ピギー 氏 管 に 侵 
入 し た 場合 に ここ の 麗 を 早期 に 死亡 きせ る の か 更に 追求 
する 必要 が ある . 何れ に し て も , 保有 企 貝 数 の 多い 犬 
か ら 中 血 さ せる と 数 その も の が 早期 に 死亡 し て フィ ォ ラ 
リア 幼虫 の 発育 状況 を 調べ る こと が で き な い の で , 7 
ィ ラ リア 幼虫 の 発育 状況 と 各 期 幼虫 に よる この 遇 の 感 
RUE RU POUR P Te OR PS Í ab TESORO 
いて 調べ だ 


Mean number and distribution of filariae of D. immitis in Ae.vex.nip ponii 


which died within 24 hours or 36 hours after feeding on 
a heavily infected dog at 25?C. 


| No. of filariae observed | Distribution of filariae 


in a mosquito 


Hours after | | No. of 

feeding Lot QU Mosquitoes examined | 

within 17 58 

24 19 26 

hours 20 18 

From 24 17 16 

to A Ag 24 

36 hours 20 14 


_ per mosquito | | ENTM 


14— 475 


Mean Range IiStomach Malpighian tubes 

。 329.4 35-870 | 182.2 147.2 
138.5 27 —458 90.8 47.7 
118.4 41—421 73.3 45.1 
114.4 29 — 347 42.3 72.1 
79.1 16 —448 51.4 27.7 
98.1 


64.5 33.6 
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4) キン イロ ヤブ カカ 体 内 に お ける フィ ラリ ア 幼 虫 の 
発育 状況 と 山 の 感染 率 | 
第 9 表 は フィ ラリ アプ ア 仔 貝 数 が 60 mm? oE% ih 
に 54 隻 と 少な い 犬 か ら 吸 血 さ せ た 場 合 の 各 発 育 期 幼 由 
に よる 表 の 感染 率 を 示し た も の で ある . この 場合 に は 


£x 


定 し た 結果 を 第 10 表 に 示し た . この 表 か ら わ か る よう 
に , キン イロ ヤブ カ 体 内 で 発育 を 完了 し た 感染 幼虫 の 
体長 は 最短 833.55, 最長 1083.6 々 と か な り の 個体 
差 が あり , 平均 1000.24 T, トウ ゴウ ヤブ カ 体 内 で 
発育 し た も の の 体長 より 幾 分 短 か か っ た . 


Table 9. Experimental infection rate with the living larvae of D. immilis in Ae. vex. 
nippon which fed on a lightly infected dag (Lot No. 18) at 25°C. 
| No. of filarial larvae - 
Days after D noo of tal | No. of mosquitoes Infection per mosquito 
1 n ・ te 1 
ISSUE |  Rlarial larvae | examined infected - i Du | . Mean Range 
0 | E | 56 27 | 48.2 | 85 1—10 
5 [c | 36 17 47.2 | 3.2 1 一 8 
10 | la | 6l 12 | 19.7 | 1.8 1— 4 
16 ll b | 77 13 16.9 | 1.8 1 一 4 


吸血 山 は ほとん ど と 死亡 し な か っ た の で フィ ラリ アブ ア 幼 貝 
の 発育 状況 を 調べ る こと が で きた . この 表 か ら わ か る 
よう に 吸血 直後 に お ける 山 の 感 染 率 は 48.295 0, Z 
の 感染 率 は 数 日 後 の 1c W, 即ち 最短 縮 期 に は 47.2 
と それ は ほど 低下 し て いな い が , 10 日 後 の la 期 に 
な る と か な り 低 下 し て 19.7 刀 と な っ て いる . これ は 
] 期 の 後半 に か な り 多 く の 幼 虫 が 死亡 する た めで , 10 
日 間 以 後に 剤 検 し た 帆 の マル ビ ピギー 氏 管 中 に は それ ら 
の 死体 が 期 あ る い は 四 期 幼虫 と 共に し ば し ば 発見 さ 
れる . 1 期 と 用 期 の 間 に は 著しい 責 の 感染 率 の 低下 は 
み ら れ な い の で , 『 期 に 達し た も の は 多少 発育 の 後 れ 
る も の は あっ て も その 大 部 分 が 感染 幼虫 に 達する も の 
と 思わ れ , Mb 期 , 即ち 感染 幼虫 に よる この 麗 の 感 流 
率 は 約 17% で あっ た . 目 1 個 体 が 保有 し て いた フィ 
ラリ ア 幼 虫 数 も 吸血 直後 に は 平均 3.5 隻 で あっ た も の 
が , 5 日 後 の Ic 期 に は 3.2 令 と それ ほど 減少 し て 
いな いか が, 10 日 後 の Ha El, 16 日 後 の lb 期 に は 夫々 
1.8 隻 と 最初 の 保有 数 の 約 半 数 に 減少 し て いる . 


5) キン イロ ヤブ カカ 体内 で 発育 し た フィ ラリ ア 上 成熟 
幼虫 の 体長 

感染 面 摂取 後 15~17 日 目 の 山体 内 か ら 取り 出し た 

フィ ラリ ア 成 熟 幼 虫 24 個 体 に つい て , その 体長 を 測 


ま 


長崎 地方 の 牛舎 で 採集 し た シン ナハ マダ ラ カ 及 び 休 耕 
田地 帯 で ドライ アイ スト ラッ プ に よっ て 採集 し た キン 
イロ ヤ イ ブ カ の 雌 成 皮 に , 25*C 室内 で 感 菜 犬 か ら 吸 


. Table 10. Body length of the filarial larvae 


matured in Ae. vex. nipponii at 25°C. 


No. of larvae examined 24 
Mean 1000.2 
Body length in micron * Maximum 833.5 
Minimum 1083.6 


60 キン イロ ヤ プ カ の D. immitis 幼虫 に 対す る 感 
受 性 | | 

キン イロ ヤブ カ は 多数 の フィ ラリ ア 仔 虫 を 保有 する 
犬 か ら 吸 血 し た 場合 に は 摂取 し た 多数 の 仔 虫 を マル ピ 
ギー 氏 管 に 侵入 させ る こと に より マル ピギー 氏 管 を 破 
損 き され, 帆 そ の も の が 早期 に 死亡 する . また , 少数 の 
仔 虫 を 保有 する 犬 か ら 吸 血 し た 場合 に は 摂取 し た 仔 虫 
の 約 半数 を 感染 幼虫 に まで 発育 させ る が , 残り の 半数 
は 発育 途中 , 特に 」 期 の 後半 に 死亡 させ る の で 成熟 幼 
虫 に よる この 敷 の 感染 率 は か な り 低く , 長崎 地方 の 普 
通 骨 の 中 で は 比較 的 感受 人 性 の 低い 種類 で ある こと が わ 
か っ た. 


め 


血 せ さ , 両 種 山 の 犬 フ ィ ラ リア 幼虫 に 対す る 感受 性 を 
調べ た . 
シナ ハマ ダラ カ は 吸血 に よっ て 提 取 し た フィ ラリ ア 
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仔 虫 の 半数 近く を 糞 と 共に 排 演 す る が , 過半 数 の 仔 串 
を マル ビ ピギー 氏 管 に 侵入 させ , その 発育 を 完了 させ る 
DT, REXMEDYRL kon LBS I4.39; c Ir 
り 高 い , 

キン イロ ヤブ カ は 多数 の フィ ラリ ア 仔 虫 を 保有 する 
犬 か ら 吸 面 する と , 摂取 し た 多数 の 仔 虫 に マル ピギー 
氏 管 を 破損 され る こと に より 表 そ の も の が 短期 間 に 死 


に する . と ころ が 少数 の 仔 虫 を 保有 する 犬 か ら 吸 血 し 
た 場合 に は , 摂取 し た 仔 東 を ほとん ど 排 浴 し な い が , 
マル ビ ピギー 氏 管 中 で の 発育 途中 で その 約 半数 を 死亡 さ 
せる の で , 成熟 幼虫 に よる この 敗 の 感染 率 は 約 17% 
と か な り 低 い . 両 種 の 央 体 内 で 発育 し た 成 惑 幼虫 の 体 
長 は わが 国 で は 最も 感受 吐 が 高い トウ ゴウ ヤブ カ の 休 
内 で 発育 し た も の の 体長 より 尊 分 短い . 
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